
平成24年8月1日 (14)おおたわら市  議会だより
一	

東
京
都
渋
谷
区

「
個
人
情
報
保
護
制
度
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
」

　

区
の
震
災
対
策
総
合
条
例
の
一
部

改
正
に
よ
り
、
災
害
時
要
援
護
者
名

簿
の
外
部
共
有
を
行
な
っ
て
い
る
。

二	

北
海
道
千
歳
市

「
防
災
事
業　

防
災
学
習
交
流
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
」

　

ほ
か
に
は
な
い
先
進
的
な
施
設

で
、
自
主
防
災
組
織
の
訓
練
も
で

き
、
自
主
防
災
組
織
の
強
化
に
取
り

組
ん
で
い
た
。

「
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
」

　

本
年
度
か
ら
市
民
に
よ
る
行
政
評

価
を
実
施
す
る
な
ど
先
進
的
な
取
り

組
み
が
な
さ
れ
て
い
た
。

三	

北
海
道
札
幌
市

「
防
災
事
業　

市
民
防
災
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
」

　

小
規
模
な
が
ら
効
率
的
で
、
各
種

災
害
の
模
擬
体
験
を
通
じ
て
、
防

火
・
防
災
に
関
す
る
災
害
時
の
行
動

を
学
ぶ
先
進
的
な
施
設
で
あ
っ
た
。

一	

東
京
都
世
田
谷
区

「
プ
レ
ー
パ
ー
ク
事
業
に
つ
い
て
」

　

子
ど
も
た
ち
の
遊
び
の
好
奇
心
を

大
切
に
し
て
、
屋
外
で
の
遊
び
を
通

し
て
得
ら
れ
る
い
ろ
い
ろ
な
体
験
や

交
流
が
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
は

必
要
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
遊
び
場

環
境
整
備
が
求
め
ら
れ
る
。

二	
岐
阜
県
白
川
町

「
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た
見

守
り
事
業
に
つ
い
て
」

　

情
報
機
器
を
活
用
し
た
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
取
り
組
み
事
例
に
つ
い
て
情

報
の
ア
ン
テ
ナ
を
立
て
て
、
研
究
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

三	

三
重
県
桑
名
市

「
斎
場
整
備
事
業
に
つ
い
て
」

　

火
葬
場
に
つ
い
て
は
時
間
が
か
か

る
こ
と
か
ら
、
整
備
に
向
け
た
早
急

な
検
討
と
迷
惑
施
設
で
あ
る
イ
メ
ー

ジ
を
変
え
る
よ
う
な
施
設
の
設
計
が

求
め
ら
れ
る
。

一	

株
式
会
社
み
や
ざ
き
バ
イ
オ
マ
ス

リ
サ
イ
ク
ル
（
宮
崎
県
川
南
町
）

「
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
つ
い
て
」

　

ブ
ロ
イ
ラ
ー
農
家
な
ど
か
ら
鶏
ふ

ん
（
バ
イ
オ
マ
ス
）
を
大
量
に
集
め

て
、
そ
れ
ら
を
焼
却
し
、
そ
の
焼
却

熱
を
利
用
し
た
発
電
に
よ
る
電
力
の

販
売
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
焼
却

に
伴
っ
て
生
じ
る
焼
却
灰
の
販
売
も

行
っ
て
い
る
。
環
境
に
配
慮
し
た
循

環
型
社
会
事
業
を
構
築
を
し
て
い

る
。

二	

宮
崎
県
日
南
市

「
飫
肥
（
お
び
）
杉
を
活
用
し
た
日

南
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
」

　

日
南
市
の
飫
肥
（
お
び
）
杉
を
地

域
資
源
と
し
て
市
の
職
員
が
中
心
と

な
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
核
と
し
て

価
値
を
見
直
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
る
。
新
築
家
屋
に
杉
材
を
提
供
し

た
り
、
公
共
事
業
の
際
に
建
築
材
と

し
て
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
な
ど
、

市
民
に
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
日
常

生
活
で
飫
肥
杉
が
溢
れ
て
い
る
よ
う

な
取
組
み
を
し
て
い
る
。

一	

東
京
都
千
代
田
区

「
千
代
田
区
立
図
書
館
に
つ
い
て
」

　

指
定
管
理
者
が
民
間
事
業
者
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努
め
、
日
本
の
図
書
館
の
最
先

端
を
進
む
事
業
展
開
を
し
て
い
た
。

二	

北
海
道
滝
川
市

「
心
の
教
育
推
進
事
業
に
つ
い
て
」

　

い
じ
め
や
自
殺
に
対
す
る
二
十
四

時
間
体
制
の
相
談
員
の
配
置
や
警
察

と
の
連
携
協
定
に
よ
り
自
殺
の
未
然

防
止
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

　

ま
た
、
大
学
生
の
協
力
に
よ
り
、

児
童
生
徒
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
持

ち
、
児
童
生
徒
の
実
態
の
把
握
に
取

り
組
ん
で
い
た
。

三	

北
海
道
北
広
島
市

「
北
広
島
市
図
書
館
に
つ
い
て
」

　

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
積
極
的
な

支
援
に
よ
り
、
書
架
の
整
理
な
ど
図

書
館
運
営
を
し
て
い
た
。

　

小
中
学
校
と
図
書
館
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
結
び
、
均
質
な
図
書
の
管
理
を

行
っ
て
い
た
。

　

開
院
を
目
前
に
控
え
た
六
月
十
一

日
（
月
）、
全
議
員
が
那
須
赤
十
字

病
院
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
病
院
は
「
マ
イ
タ
ウ
ン
・
マ
イ

ホ
ス
ピ
タ
ル
」
を
基
本
理
念
に
掲
げ
、

地
域
に
根
差
し
た
病
院
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
最
新
の
医
療
機
能
を
導
入

し
、
が
ん
診
療
や
救
急
医
療
体
制
の

充
実
を
図
り
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
。

　

建
物
の
特
長
は
、
免
震
構
造
に
よ

り
、
地
震
時
で
も
安
心
で
き
る
設
計

で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
病
棟
は
、
中
央
か
ら

四
十
五
度
振
り
出
し
た
「
ウ
イ
ン
グ

型
」
に
配
置
さ
れ
、
看
護
動
線
を
考

え
た
設
計
で
あ
り
ま
す
。
稼
働
病
床

数
は
四
百
五
十
四
床
、
う
ち
個
室
も

百
二
十
八
床
を
確
保
し
て
お
り
、
旧

病
院
か
ら
大
幅
に
増
床
さ
れ
ま
し

た
。

　

議
会
は
、
本
市
の
地
域
医
療
の
中

核
を
担
う
那
須
赤
十
字
病
院
の
役
割

に
今
後
も
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

千代田区議会議場にて

一階ロビーの様子

みやざきバイオマスリサイクルにて

世田谷プレーパークにて

東京都渋谷区総合庁舎前にて

総
務
常
任
委
員
会

民
生
常
任
委
員
会

五
月
二
十一日
～
二
十
三
日（
所
管
事
項
調
査
）

五
月
二
十
三
日
～
二
十
五
日（
所
管
事
項
調
査
）

建
設
産
業
常
任
委
員
会

文
教
常
任
委
員
会

五
月
十
六
日
～
十
八
日
（
所
管
事
項
調
査
）

五
月
十
六
日
～
十
八
日
（
所
管
事
項
調
査
）

那
須
赤
十
字

病
院
視
察

各
委
員
会
等
行
政
視
察
報
告

各
委
員
会
等
行
政
視
察
報
告

那
須
赤
十
字

病
院
視
察

各
委
員
会
等
行
政
視
察
報
告

那
須
赤
十
字

病
院
視
察


